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今年は、原子力機構の原点である原子燃料公社

が1956年8月に発足してから60年目に当たります。そ

うです、人間でいう還暦に当たります。 

 

この人形峠の歴史を紐解いてみますと、1942年12

月2日、シカゴ大学での世界で初めての臨界を達成

し、その後、1953年12月8日、アイゼンハワー米国大

統領のニューヨーク国連本部で開催された「原子力

平和利用に関する総会」での「Atoms For Peace」宣

言に始まります。この宣言を起点として、原子力の平

和利用がスタートしました。 

 

日本では、1954年3月2億3500万円（ウラン調査費

を含め2億5000万円）に初めて原子力予算が成立し

ました。ちなみに、国会で2億3500万円の予算の根

拠を聞かれ、ウラン235の235の数値が根拠と答えた

ところ、笑いの中で予算が成立したと聞きます。こ

の予算を使い、人形峠で1955年11月12日にウラ

ン鉱床の露頭が発見されることになります。そし

て、原子燃料公社の発足へとつながったのです。

人形峠では、探鉱、採鉱、製錬、転換、ウラン濃

縮に関する技術開発を進め、わが国におけるウラ

ンの核燃料サイクル技術の確立に貢献してきまし

たが、2001年の3月をもって、それらの技術開発を

終え、除染等の廃止措置に係る技術開発に移行

し今日に至っています。 

 

そして、廃止措置に係る技術開発を進めなが

ら、2015年から新たに「ウランと環境」をテーマとし

た研究に向けた検討をスタートさせました。具体

的には、ウラン鉱床地帯に立地しているというま

れな特徴を活かし、ウランと自然との調和のメカニ

ズムを探求し、ウランが長期間、同じ場所に留ま

り続けているしくみを知ること。これにより、さまざ

まな物質が長い時間の間に、自然の中でどのよう

に振る舞うのか予測することを研究するもので

す。この検討を還暦を迎える2016年にはまとめ、

人材と自然環境に恵まれた人形峠でスタートさ

せ、大きな成果を人形峠から世界に発信できるよ

う環境整備を進めたいと考えています。 

 

そのためには引き続き、地域や社会に信頼さ

れる組織たることが必要です。従業員一人一人

が、足元をしっかりと固め、新たな60年に向けてス

タートを切りましょう。 
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経理課は、関口課長を筆頭に、予算執行、財

務会計等事務を行う「経理チーム」5名、契約事

務を行う「調達チーム」3名の総勢9名で業務を

行っています。 

 

「経理チーム」では、センター全体の予算執

行管理、決算、金銭の出納のほか、物品及び不

動産等の管理や、請負工事、物品の買入れ等

の一般検査などを行っています。 

 

「調達チーム」では、各課室からの契約請求

を受け、原則一般競争入札により予定価格書の

作成、入札等を経て相手方を決定し締結する

等、物品・役務・工事等各種の契約手続きを

行っています。 

 

 経理課の居室は、事務棟１階の片隅にあり、物

静かなイメージがあるのかも知れませんが、昼夜眉

間にシワを寄せて数字と睨めっこしているばかりで

もなく、課の合言葉は 

「笑顔で作る健康職場♡あいさつヨシ！」 

で明るく楽しいですよぉ～☆ 

 

  

  年々厳しい予算状況になっていますが、関係

部署との連携を密にし、適正な予算執行、財務

会計、契約等事務に努めていきますので、皆様

の御協力をよろしくお願いします。 

 

日  時 ： 平成28年2月27日（土） 10：00～12：00 

場  所 ： 人形峠環境技術センター 

          教育棟（旧展示館） 

        （岡山県苫田郡鏡野町上齋原1550番地） 

対  象 ： 小学生1年生～6年生とその保護者  

        ２４組４８名 ※先着順                                

参 加 費  ： １００円 

申 込 み  ： 人形峠環境技術センター 総務課 

        ℡0868-44-2211 Fax0868-44-2502 

送   迎 ：  

 ★倉吉側★ 

（人形峠行バス） 

9：25倉吉ﾊﾟｰｸｽｸｴｱ内ﾊﾞｽ停⇒9：35三朝町役場前 

⇒人形峠教育棟着 

（帰りのバス） 

12：00人形峠教育棟発⇒12：25三朝町役場前⇒ 

12：35倉吉ﾊﾟｰｸｽｸｴｱ内ﾊﾞｽ停着 

 

 ★津山側★ 

 （人形峠行バス） 

9：00津山市役所隣駐 車場（市営ﾌﾟｰﾙ跡地）⇒ 

9：20鏡野町役場前⇒9：35奥津振興ｾﾝﾀｰ前 

⇒9：50上齋原振興 

ｾﾝﾀｰ前 

⇒人形峠教育棟着 

（帰りのバス） 

12：00人形峠教育棟発  

⇒12：10上齋原振興 

ｾﾝﾀｰ前⇒ 

12：25奥津振興ｾﾝﾀｰ前 

⇒12：40鏡野 

町役場前⇒ 

13：00津山市役所隣駐 

車場（市営ﾌﾟｰﾙ跡地）着 

経理課の皆さん 
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